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脳科学の視点で読む
ドストエフスキーとポリフォニー

虫明 一冗

ドストエフスキーは生涯てんかんを患い苦しんでいた。一方では彼の作品の中には，て

んかんを持った登場人物や，てんかん発作自体が話の中で重要な鍵を握っていることが

知られている。脳科学的に彼の病気や作品のことを解釈しつつ，さらに踏み込んでバフ

チンの提唱するドストエフスキー作品が持つポリフォニーの構造を検討する。対話や物

語の重層的な構造としてのポリフォニーに脳科学的の現代的な意義を見出すことがで

きる。
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はじめに

今回ここで取り上げるフヨ ードル・ミハイロヴィ

チ・ドストエフスキー（φ匂opMHxai1noB附且OCTOeBCKHH; 

1821-1881）はあらためて言うまでもなく 19世紀後半の

ロシアを代表する文豪であり， 2021年は彼の生誕

200年に当たる。代表作には『地下室の手記』『罪と罰』

「白痴』『悪霊』『未成年』『カラマーゾフの兄弟』など

がある I）。 これらの作品は 19世紀を時代背景としな

がらも，登場人物たちの織り成す対話から読みとれる

人間心理の描写が現代にも通じるリアリティを持つこ

とで，没後 130年を経たいまでも世界中で多くの読者

を魅了している。本論では， I.てんかんとドストエ

フスキー， II.側頭葉てんかんの症候群としてのゲシュ

ウィント症候群，川．ドストエフスキー作品のポリフォ

ニ一説，そして， IV.脳機能のポリフォニー的解釈につ

いて解説を試みる。

I .てんかんとドストエフスキー

ドストエフスキーはてんかんの病気で生涯苦しんだ

ことで知られているが，その病気と作品との関係も興

味深い。妻のアンナによるドストエフスキーの回想

記2）には，発作が早朝の睡眠中に多く起こることや，

発作後の失語，相貌失認とも思われる興味深い症状が

散見される。作品とドストエフスキーの生涯に関して

は詳細な研究も多数ある3）が， ドストエフスキーのて

んかんの干重奏買や，あるいは，そもそも擢患していたか

否かに関しては諸説ある4ー12）。 例えばフロイト（Sigmund

Freud; 1856 1939）は 『ドストエフスキーと父親殺し』の

中で，彼の病気はてんかんでなくヒステリーだとする

説を唱えたが，現在との説は否定されている4）。

てんかん発作の 1つに脳の側頭葉に異常を起こす

側頭葉てんかんがあり，これにはさまざまな前駆症状

が現れるという特徴がある。ドストエフスキーの小説

に見られる悦惚前兆は，側頭葉てんかん発作直前に見

られる前駆症状とも考えられる。『白痴』の中には，と

のてんかんの前兆と見られるような場面がある。ドス

トエフスキー自身もこれに似た枕惚発作を経験したと

語っている。ただこの悦惚発作がドストエフスキーの

創作か否かで意見が分かれている。というのは悦惚状

態，すなわち，快感を呼び起こすような前兆発作は実

際には稀で，多くの前兆発作は不快感を伴うことがほ

とんどだからである。
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一方でドストエアスキーが全身性発作を起こしてい

るという記録も数多く残っており，そうなると，これ

は側頭葉てんかんから二次性の全般発作となる複雑部

分発作である可能性がある。ドストエフスキーの発作

は全般性に広がっていたことも推測され，実際には部

分発作，全般発作の両観点でさまざまな研究が報告さ

れている5-7）。またドストエフスキーの家族にはてん

かん発作で死亡している人もいて，遺伝性の素因も関

与している可能性が指摘されている。このように，現

在では， ドストエフスキーが側頭葉てんかんを持って

いたことについては，多くの研究が一致するところで

ある 811）。

II .ゲ、シュウィン卜症候群と性格

ドストエフスキーで注目を浴びることになった側頭

葉てんかんについてもさまざまな研究がなされてい

る。ゲシュウィント（NormanGeschwind ; 1926 1984）は，

側頭葉てんかんの一部の人々に見られる行動，思考，

性格の特徴を分類し，それを症候群として発表した。

そのため側頭葉てんかんに見られる性格特性的な症候

群をゲシュウィント症候群と呼ぶこともあるl九 側頭

葉てんかんは，慢性的で軽度の発作間欠期（発作の問）

の性格の変化を引き起こし，時間の経過とともにその

特徴が強まり，表現型としてうつの主要な特徴を示す

ことが多い。すなわち①ハイパーグラフィア， ②スピ

リチュアリティ， ③セクシュアリティ， ④迂遠性，

⑦精神生活の激化のうつである。必ずしもそれぞれ

の項目は疾患特異的でない面もあるが， ドストエブス

キーとの関連では興味深い点がある。

ノ、イパーグラフィアは，強迫的な書込みや描画への

強いこだわりである。その視点でドストエアスキーの

作品や残された手記を見ると，登場人物のセリフで

延々と l人が語り，その中にさらに対話が挿入されて

いるようなナラティブの長い場合があり，このような

傾向もハイパーグラフィアと関係があるかもしれな

い。またこれらの手記にも詳細な図や文章がぎ、っしり

書かれており，これをハイパーグラフィアの表れとも

解釈できる。

スピリチュアリティは，通常は激しい宗教的感情お

よび哲学的関心を指し，これは前兆を経験する部分て

んかん患者と関連する症状であると考えられる。いく

つかの前兆には悦惚とした経験が含まれて，これは『白

痴」の主人公のてんかん発作に詳しく描写されている。

実際この主人公は宗教的であり，その宗教的感情はあ
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る種の超越的な信念に動機付けられているように思わ

れる。また別な観点からは，宗教的儀式の中でシャー

マンが葱依されたトランス状態になるような感覚と結

び付いているのかもしれない。

セクシュアリティに関して言えば，ゲシュウィント

症候群の人々は，非定型または性的指向の変化の割合

が高いとされ，不感症や異常性欲の症例が報告されて

いる。セクシュアリティに限らず＼辺縁系の障害に

よって，本能的行動や動機付けのレベルで、異常を引き

起こすことが，依存症な行動，強迫的な行動をもたら

すこともあり得るだろう。ドストエアスキーに関して

も，異常性欲，賭博欲などは記録に見られるところで

ある。また作品の中の登場人物に暴力，人殺しなどの

傾向があるのはこの種の影響かもしれない。

迂遠性の性格では同時に粘着気質も伴い，結果とし

て思考目標は見失わないものの， lつのことに執着す

る傾向があるため，好余曲折を経て遠回りしながら，

目的を達成しようとするが，しばしば結論に至るとと

ができない。ドストエフスキーの作品では，登場人物

の発言が数ページにわたることも少なくなく，この粘

着質な性格が登場人物に投影されているとも言えるの

ではないかと思われる。

精神生活の激化とは，認知的および感情的な反応の

深化を含む精神生活が強化されることであり，ある種

の内言や内省的な思考活動さらに感情反応が激しく変

動する過程と考えられる。この傾向は，ハイパーグラ

フィアとともに， ドストエフスキーの多作の創造的な

成果と，登場人物にしばしば見られる激しく，対立的

な思考や対話に認められる。このような内省の過剰に

よって，結果として外界への自然な関与，対人関係の

形成や維持ができなくなっていたのではなかろうか。

結果として孤独化や内的葛藤を生むことは， ドストエ

フスキー自身の孤独感，作品登場人物の孤独感にも表

れているように思われる。

Ill .バフチンによるドストエフスキー作品の

ポリフォニー的解釈

これまでてんかんという視点からドストエアスキー

の作品を考察してきたが，作品全体に共通する特徴と

しては，作品の多くが対話によって構成されているこ

とが挙げられる。ミハイル・ミハイロヴィチ・パフチ

ン（M11xa1rnM11xa11刀OB問 Eaxn1H;1895-1975）はこれをポリ

フォニーという考え方で表している。パフチンは，ロ

シアの哲学者，思想家，文芸批評家，記号論者であり，



対話理論・ポリフォニー論の創始者で、ある。その代表

作『ドストエフスキーの詩学』13）において， ドストエ

フスキーの作品の特徴は，人物相互の「対話」にこそ

あり，その劇的な対話性において多次元的・多視点的

な表現が可能になっていることが重要であるとした。

ここで、はパフチンが述べたドストエフスキー作品の

3つの特徴である①ポリフォニーとしての対話，②ヘ

テログロシアと呼ぶ社会的立場の異なる人々の声，

①対話の成り立つ場としての非日常性のカーニパルと

いう考え方について解説する。

ポリフォニーとは作品の中の対話を介した多数の声

とも考えられるが，作品の中に小さな物語が多数あり，

それぞれが共鳴し合うようなイメージとしても捉えら

れる。例えば『白痴』では，主人公ムイシュキン伯爵

が，エパンチン家の邸宅を訪れたときに，彼の経験し

た死刑囚の話が語られる。また，マリイという村八分

のような状態の娘を共感的に助ける話，イッポリート

という肺病に冒された人物が死期の迫る中で独自のニ

ヒリズムの考えを披露する話など，それぞれの登場人

物に関連して，派生的にさまざまな物語が語られる。

物語はムイシュキン伯爵とナスターシャ，アグラーヤ，

そしてロゴージンの関係性をめぐって悲劇へと展開

し，それは 『白痴』の4部構成の中で l部と 4部に最

も動きがあるが， 2部と 3部ではヒロインのナスター

シャはほとんど登場しない。それどころかイッポリー

トの長い告白的朗読や，ヨハネの黙示録に関する話，

貧しい騎士の話など，多くの物語が主人公やナスター

シャなどの表の話を裏から支える影の話ではあるが重

要なエピソードを象徴的に表している。

筆者は即興再現劇を学んでいるが，その創設者であ

るジョナサン・フォックスは， lつの会場で即興で演

じられた多数の物語の聞に，深層でつながれた糸のよ

うなものがあるとし，それを“narrativereticulation”と

呼んでいる。即興再現劇を日本語で紹介した宗像佳代

の書籍14）では，それが「織りなす綾」と訳されている。

この表現はドストエフスキーの作品の中にある多重で

多層な物語の間の関係をよく言い表している。ドスト

エフスキーは，小説で何かの主題をモノローグ的にど

んどん展開するのでなく，多数の登場人物が主題とな

る物語を演じながら，さらに関連したり対立したりす

る物語を語ることで，物語間の「織りなす綾」を生み

出し，それが作品全体をポリフォニーとして構成して

いるように思われる。

ヘテログロシアは，立場の違う人々の対立する声の

対話であり，このような多声性のことである。 『罪と

脳科学の視点で読むドストエフスキーとポリフォニー

罰』であれば，ラスコーリニコフに対するスヴィドリ

ガイロフ，ポルフィーリイ，マルメラードフの存在に

よって，ラスコーリニコフと社会的立場が異なる人々

は言葉遣いが異なり，その結果として，ある lつの仕

方で語るラスコーリニコフ自身の特徴を，対比的によ

く表してくれる。『白痴』であればムイシュキン伯爵

に対して，ロゴージン，イッポリート，ガーニャが，

立場の異なる対話をすることでムイシュキン伯爵の人

物の特徴を人々の対人関係の中から浮き彫りにするの

である。 『カラマーゾフの兄弟』で、あればアリョーシャ

に対する， ドミートリイ，イワンという兄弟，そして

高僧ゾシマ，少年コーリャとの対話の中で，アリョー

シャの人物像が明らかになる。つまり， l人の人物像

は，社会的な異なりを対比する声，ヘテログロシアを

とおして，解明されるのである。

パフチンは対話の起こる場面としてのカーニパルの

意義についても触れている。カーニパルとはある種の

非日常であり，それゆえに対話が活発化するような状

況と考えられる。その結果，同一の次元で対話になる

ことがないはずの，異なる社会階級に属する人々の声

によって，対等な対話が行われている場が描かれる。

殺人事件というのは極めて非日常性の高い出来事であ

るが，『罪と罰』の殺人事件， 「カラマーゾフの兄弟』

での父親殺し，それぞれの大きな事件によって，物語

の日常が非日常へと展開する。そこでさまざまな人々

の声が交錯し，対話が活発化するのである。その点で

ドストエフスキー作品には日常と非日常を行き来する

仕掛けが多数施されている，と言えるであろう。

IV.脳機能のポリフォニー的解釈

パフチンの言うポリフォニーの考えは，脳科学的に

も大変示唆的である。筆者は『前頭葉のしくみ』15）と

いう書籍で，最近の脳科学の成果に基づいて前頭葉を

構成する多様なネットワーク群の働きについて解説し

た。また 『学ぶ脳』16）という書籍の最後では，即興演

劇に見られる，指揮者や指示者がいないのに創発され

る芸術と脳の共通性に関して述べた。脳にある多数の

機能的なネットワークはそれぞれがさらに複数の状態

を呈していると考えられることから，これをポリフォ

ニー的と解釈できるのではないかと考えた。実際に

『前頭葉のしくみ』の表紙の絵の楽譜，楽器，指揮棒は

そんなポリフォニーのイメージをイラストレーターの

古山拓氏に絵にしていただいたものであった。

脳の回路は決して全体が一度に活性化したり休んだ
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りすることはなく，常にその活動はゆらいでいる。前

頭葉から頭頂葉にかけて内側と外側が安静時の、活動で、

交互に活動を切り替えたり，前頭前野と後方の運動野

の聞で機能的に切り替わったり，左右の脳は脳梁で、結

ぼれていながら連携しつつも多くは抑制的に他を牽制

したりする。脳は基本的に動的に役割を交代させなが

ら働いていて，それでいて，他方へ影響を及ぼ、してい

る。そのような脳の中の動的な切替りは「対話的」な

関係であるとも言えるのではなかろうか。

また，同じネットワークには複数の状態が共存し得

る。視覚の錯視現象で，図と地が入れ替わって，「おば

あさん」に見えたり， 「若い娘」に見えたりする図形の

ゲシュタルト現象があるが，脳の中でもこれと似たよ

うな現象が起とっているのではないだろうか。脳のよ

うな複雑なネットワークであれば，状態は「おばあさ

ん」と「若い娘」の 2つだけで、なく多数の状態、が共存

したり切り替わったりする。心理的にも，ひとはしば

しば対立する気持ちに悩んだりする。ζれは本人が言

語化しなくても複数の思いを同時に「あれかこれか」

として’悩む脳の状態を表していると理解できる。ポリ

フォニーとは不協和音にも共鳴する和音，さらには対

位的な関係にもなり得るのである。その点で，基本的

にはドストエフスキー作品が（比倫的ではあるものの）多

数の声から構成されているように，脳の働きも，対話

的な存在，つまり，多数の対立的な声から成り立って

いると考えられるのではなかろうか。そして，どの声

を優位に語るかで，その脳の主である人物が著者とし

て構築される，とみなすこともできるのである。

おわりに

ここまで考察を進めてきて， ドストエフスキーとい

う作家は，あらためて脳科学的に大変興味深い作家で

あると思う。作家の持ってんかんの症状，パフチンの

ドストエフスキーのポリフォニー的解釈は脳科学的に

吟味してみるとさらに深い理解ができる。てんかんと

いう病気も脳のポリフォニーが全体の同期化によりモ

ノフォニーとなり，さらに退化して，モノトーンな発

作的振動現象へとなる病態とみなせるのではないだろ

うか。ポリフォニーとは脳の多様な状態を表現するよ

い名称と思われる。ドストエフスキーの作品が重層

的，多声的なナラティブの構造を持ち，全体を「織り

なす綾」としてポリフォニーを構成しているのは，彼

の病気のてんかん発作というモノトーン状態とは真逆

の状態とも捉えられる。

ドストエフスキーがポリフォニーとモノトーンの両

極端の脳状態を行ったり来たりする中で，多くの作品

を生み出したことは驚異的である。どうやってこれら

の豊富な声を作品として結実できたのであろう。とれ

は単にてんかん気質的なものによるというよりは，む

しろドストエブスキー自身が，その疾患も含めてさま

ざまな極限状態を経験し内在化したことによるのでは

ないだろうか。死刑の判決で死の淵まで追いやられた

極限の経験，シベリアの流刑，ギャンブ、ルに溺れたり，

生活苦を抱えたりしながら，多くの人に出会い，聞い

た声，観察したイメージが， ドストエフスキーの小説

の背景にあるリアリティであり，それゆえにいまなお

古典として読み続けられているのではなかろうか。ド

ストエフスキー生誕 200年の今年，あらためてドスト

エフスキーの作品を読み直すとき，彼の作品は脳の働

きに関して極めて示唆的であり，そこに私は現代的な

意味を強く感じるのである。
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